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鹿谷地区市民意見交換会 議事要旨

〇と き：令和４年12月 19日（月）午後7時～９時

〇ところ：鹿谷まちづくり会館

〇テーマ：①市役所組織変更について

②地域防災について

③こども政策について

④まちづくり会館について

〇出席者：42名

Q1
・まちづくり会館が今後一体どうなっていくか関心がある。会館を活用す

ることが少ないので色々なことに使えるようになるとよい。

A1

・まちづくり会館は、小規模多機能自治の拠点として、社会教育だけでは

なく、地域のみなさんにとって幅広い活動の場として活用してほしい。ま

ちづくり会館については、にこにこ地域づくり事業交付金とセットで考え

ているが、どの地区でも活用方法について悩んでいるとの声をいただいて

いるので、しっかりと考えていきたい。

Q2

・以前新聞に掲載されていた集落関係事業調査によると、西遅羽口区は準

限界集落に該当することがわかった。人口減少が進むことで地区の運営コ

ストが高くなっており、区費や社会奉仕、祭礼など1戸あたりの負担が大

きくなっている。将来やってくるであろう限界集落の問題も心配である。

今後、地区、集落同士の合併制度、奨励、補助金等を考えているのか。

・限界集落になった時、高齢者ばかりの地区で、地域にとって地区運営や

地域防災など、どのように対応していくといいのか。

A2

・市内には112地区ある。市街地、村部、それぞれの事情に応じて負担

が大きくなっている。区の合併については難しいが、市から委嘱する行政

協力員について、小さい区は行政協力員をまとめ、大きい区は行政協力員

を複数おくなど、行政協力員の範囲を柔軟に対応していくことを検討して

いる。

・地域防災も同様の考えで、地域防災の範囲は共助体制が取れる範囲と考

えており、行政協力員は共助ができる範囲で検討すべきと考えている。ス

ピードアップして対応していきたい。

Q3
・中高連携とすることで、部活動するスペースがきちんと確保されるのか

心配である。

A3

・体育館は第 1体育館、第 2体育館とジオアリーナを、グラウンドは勝

山高校グラウンドと長山グラウンドを、社会教育は空いた中学校を活用す

る。勝山高校と中学校の状況を見つつ、再編後に部活の種類も増えること
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を前提にしながら考えている。シミュレーションをしながら十分にやって

いけると判断している。

Q4

・自分の周囲を見ても高齢者の方が多い。大雪の間隔が短くなっていると

聞くと、非常に不安。防災への対応について、どのようにまちづくり会館

と連携していくべきか。

A4

・まちづくり会館だけで対応できるものではないと考えている。まずは公

助でどこまで対応できるかをしっかり考えてやっていく。共助の力が弱く

なっている中で、業者との連携も必要である。公共施設に除雪機を41台

配備し、貸出も可能。これ以外にも人口減少が進む中で、いろいろと検討

している。

Q5

・教育会館をこども会館化するというのは良いのだが、自分はさわやか大

学の会員であり、教育会館の施設を利用している。全部子ども向けの施設

になってしまうと、貸館はどうなるのか。

・三区用水組合で市荒川発電所用の隧道からポンプアップして水を利用

している。組合で電気料金を負担しているが、電気料金が大幅に上がると

いうことで非常に不安。今年はありがたいことに農業者に対し肥料の補助

を実施いただいたが、電気料金の補助も検討いただけないか。この水は農

業用水として利用している。

A5

・教育会館の施設全てを貸館不可とするわけではない。市全体の公共施設

で色々な調整をしながら、市民会館と教育会館の両方で貸館を継続できる

ように考えている。

・電気料金だけでなく、様々な物価が高騰している。どのように対応して

いくか検討していく。ただし永続的な支援は難しい。電気料金については、

個別に検討していきたい。

Q6

・子どもの数が減っていく中で、今の幼稚園・保育園の数を維持すること

は難しいのではないか。人口減少してくことは以前からシミュレーション

で予想されており、なぜ対策をしてこなかったのか。

・市内の働く場所の確保に向けて、企業誘致の予定を伺いたい。

・人口流出の対策として、新築住宅に対する補助金があるが、他と同じよ

うな事業ではなく独自の支援を検討していただきたい。

A6

・公立幼稚園・保育園のあり方検討委員会では、公立の廃園やむなしとい

う答申をいただいた。その中で就学前教育をしっかりと行い、廃園時期に

ついては保護者と協議すべきという意見があった。存続する民間の園とも

議論が必要であると思う。

・人口減少についてはご指摘の通りだが、これまでも対策してきた。この

件については効果が出にくく、出生数についても簡単には上がらない。
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・雇用についてだが、市内の有効求人倍率は高く、働く場所が不足してい

るわけではなく、むしろ製造業は人材確保が難しいと聞いている。魅力の

高い仕事がないと言われるが、何が魅力とするかは人それぞれであるので、

今後も様々な視点から検討していきたい。企業誘致についても難しいがす

すめていきたい。

・人口流出の対策として他市の状況を確認する。補助だけではなく魅力の

あるまちづくりを進めたい。

Q7

・防災無線について、屋外で耳を澄ませば聞こえるが、屋内でテレビを見

ていたりすると何を言っているか聞こえない。こういった状況に慣れてし

まっている。緊急メールやラインの防災メニュー等あって、大変素晴らし

いと思うが、皆がスマホを持っているわけではない。防災無線の個別受信

機のようなものを、有償でもよいので置きたいという人もいると思うの

で、そういったこともご検討いただきたい。

A7

・ラインの登録は8,000 人、緊急メールは3,000 人いる。防災無線につ

いては聞こえないとのご指摘をたくさんいただいている。防災無線を増や

すより、それに代わる情報発信手段を考えている。12月からはLINE を

活用している。防災無線は何かあったときの早鐘のような活用ができない

け検討している。

Q8
・子どもの支援考えていただきありがたい。こども会館は勝山市の子ども

のために良い施設を整備していただきたい。

A8

・もっと色々な人の意見を聞きながら考えていきたい。こども会館は南条

サービスエリアに隣接する道の駅の施設をイメージしているので、機会が

あれば見ていただきたい。

Q9
・安波賀街道は一乗谷との交流のための街道で歴史がある。市長の考えを

聞きたい。

A9

・安波賀街道については他からも要望を受けている。福井市長とも何度か

話をしている。県にも要望している。フル規格は多額の予算と時間がかか

ってしまう。どこに焦点をあてるかが重要。必ずしもトンネルを開通すべ

きとは思わない。まずは通れるようにという考えもある。しっかりと検討

していきたい。

Q10

・中学校再編関係で志田地区の家を全部回った。その結果、約 80％の区

民が反対であった。市からはこれまで段階を踏んで議論した結果なので、

この形としてやらせてほしいという回答をよく聞くが、市民の意見が反映

されていない。

・連携クラスの先取り教育は全 3年生対象に数学と英語はやりますとい

う話があるが、中学校は義務教育であり、ボトムアップを狙った施策はだ
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以上

めだと思う。頭の良い子を伸ばす教育なのか、落ちこぼれをすくい上げる

教育なのか。

A10

・中学校再編については、20年前からずっと議論してきた。20年以上に

渡る議論の中で積み上げてきたバトンをしっかりと繋いでいくべきだと

考えている。こういう意見があるからと安易に変更することは良くない。

このチャンスを逃したらもうないと思っている。

Q11 ・市民の意見の過半数が反対したら、取りやめるのか。

A11
・市民の意見を取りまとめてここにきていると考えている。仮定の話に関

してはお答えできない。

Q12

・川村氏は 5,000人の署名集めている。認知症の人たちは署名できない。

市の関係者などもそう。そういった方たちを除いて、5,000人の署名があ

る。色々な立場の人が関心を持って、不安を持っている。結論がどうなる

かは分からないが、そういった方たちの意見もきちんと聞いてほしい。

A12 ・結論ありきの回答に聞こえたのなら申し訳ない。きちんと考えていく。

Q13

・新中学校を利用するのは大人ではなく、子どもである。以前の意見交換

会等でも質問したが、誰もが納得できるように市長の口から説明いただき

たい。この計画が止まるか止まらないかお答えいただきたい。

A13

・以前は確定していないからお答えしていなかった。今後お示ししてい

く。不安に思う部分はしっかりと解消していく。止まるか止まらないかに

ついては、計画は大まかな部分で進んでいる。

Q14

・こども会館の話になるが、こんなに様々な施設が周辺に集中している所

は県内にもない。こういった条件を十分に活かしてほしい。こども会館や

中央公園を中心に多種多様な人が集まり、交流し、文化が生まれる。そう

いった環境で育つ子どもたちが、生きる考えを生み出してくれると期待し

ている。

・非常にすばらしい日本庭園は残してほしい。

・交流の障壁となっている中央公園の生け垣は撤去してほしい。

A14 ・いただいたご意見しっかりと反映していきたい。

Q15

・公民館からまちづくり会館になって、どう変わったか。どうしていくべ

きかまだ見えていないが、このまちづくり会館をどう使っていってほしい

ということがあれば教えてほしい。

A15

・一つは災害時における拠点として、普段でも使えるような通信機器等整

備していきたい。他の活用については、整理をして市の方で改めて提案さ

せていただく。


